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戦
後
、
め
ざ
ま
し
い
成
果
を
あ
げ
た
中
国
法
制
史
の
研
究
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
律
令
な
い
し
制
度
に
閲
す
る
も
の
で
、
法
思
想
の
分
野
は
必
要
に
迫
ら
れ

な
が
ら
未
だ
し
の
感
が
強
い
。
法
律
制
度
に
密
着
し
な
い
法
思
想
の
研
究
は
崩

れ
や
す
く
、
思
想
の
裏
づ
け
を
持
た
な
い
法
制
的
事
費
だ
け
の
解
明
は
味
気
な

い
で
あ
ろ
う
。
本
書一
は
こ
の
要
求
を
み
た
す
最
初
の
も
の
で
、
法
制
的
事
賓
を

十
分
に
踏
ま
え
た
、
先
秦
か
ら
唐
に
至
る
「
刑
法
思
想
史
研
究
」
と
も
い
う
べ

き
労
作
で
あ
る
。

「
先
秦
儒
家
と
刑
罰
」
と
題
す
る
第
一
章
が
全
容
の
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
位
置
に
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
孔
子
や
孟
子
は
徳
に
よ
る
数
化
の
政
治
を
説

い
た
。
戦
園
末
の
萄
子
も
有
徳
者
の
支
配
を
主
張
し
た
が
、
「
一
方
で
、
種
と

い
う
拘
束
力
を
も
っ
た
規
範
を
強
調
し
」
、
F

か
つ
刑
罰
を
認
め
た
の
で
、
門
下

の
韓
非
や
李
斯
が
「
萄
子
の
思
想
を
方
向
鱒
換
さ
せ
て
法
家
の
思
想
家
と
な
る

可
能
性
を
も
っ
た
。
」

第
二
章
「
法
家
思
想
の
研
究
」
は
、
主
と
し
て
『
韓
非
子
』

14a恨
到
の
勢

・
商
根
の
法
・
申
不
審
の
術
の
思
想
を
取
捨
綜
合
L
た
、
法
家
思
想
の
太
成
者

の
分
析
に
あ
て
ら
れ
る
。

勢
と
は
、
人
設
の
勢
。
中
材
の
君
主
を
封
象
と
し
、
か
つ
法
と
結
合
し
た
勢

で
る
る
。
し
か
も
「
恨
到
で
は
地
位
・

身
分
の
要
素
が
多
か
っ
た
の
に
、
韓
非

は
威
勢
・
権
力
の
要
素
を
強
調
し
て
い
る
」
と
洞
察
は
鋭
い
。
法
は
人
民
、が
知

り
易
く
守
り
易
く
、
君
主
の
行
い
易
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
人

民
と
君
主
が
共
に
守
る
べ
き
準
則
、
そ
れ
は
規
矩
準
縄
と
異
な
ら
な
い
。
君
主

す

は
法
に
た
よ
る
べ
き
で
「
法
を
稗
て
て
智
に
任
ず
る
は
惑
飢
の
道
な
り
」
。
公

ひ
そ

閲
司
法
に
封
し
て
、
君
主
が
胸
中
に
蔵
し
て
「
潜
か
に
群
臣
を
御
す
る
も
の
」

が
術
で
あ
る
。
具
盤
的
に
い
う
と
、
第
一
は
、
衆
人
の
言
を
聞
い
て
是
非
を
定

め
る
こ
と
。
第
二
は
「
形
名
参
同
」
|
|
臣
下
の
言
と
行
、
官
職
と
そ
の
遂
行

と
が
合
致
す
る
や
い
な
や
を
見
て
刑
賞
を
行
う
こ
と
。

と
こ
ろ
で
法
の
制
定
者
は
君
主
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
制
定
さ
れ
た
法
は
規
矩

準
縄
の
ご
と
く
蔦
人
が
準
則
と
す
る
も
の
な
の
で
紹
封
的
機
威
を
お
び
る
よ
う

に
な
り
、
道
家
の
説
く
道
と
同
一
の
性
絡
を
も
ち
「
天
地
荷
物
の
先
天
的
な
大

原
則
」
と
な
る
。
ま
た
術
は
「
本
来
的
に
無
翁
消
静
を
貴
ぶ
も
の
で
あ
る
か

ら
、
法
家
の
思
想
そ
の
も
の
が
道
家
思
想
と
結
合
し
う
る
可
能
性
を
十
分
に
備

え
て
い
る
」
わ
け
で
あ
る
。

第
三
章
「
秦
漢
時
代
の
政
治
原
理
」
は
三
節
か
ら
な
り
、
付
秦
と
法
家
思
想

|
|
秦
で
は
始
皇
帝
の
創
位
以
前
か
ら
法
家
的
な
政
策
が
採
ら
れ
、
そ
れ
が
後

に
な
る
ほ
ど
顕
著
と
な
り
、
始
皇
帝
の
死
後
、
越
高
に
よ
っ
て
極
端
に
ま
で
推

し
進
め
ら
れ
た。

口
漢
初
の
黄
老
思
想
|
|
漢
の
官
同
組
が
入
闘
し
た
折
、
父
老
と
約
し
た
三
章

ム

信

〈

ん

e
s

の
法
は
「
以
て
姦
を
禦
ぐ
に
足
ら
ず
」
、
粛
何
に
よ
っ
て
「
秦
法
を
嬢
掠
し
て
」

九
章
律
が
作
ら
れ
た
。
以
後
こ
れ
を
「
守
っ
て
失
う
こ
と
な
く
」
資
老
聞
絹
仙
を

政
治
原
理
と
す
る
無
潟
の
政
治
が
行
わ
れ
る
。
責
老
の
特
徴
の
一
つ
は
、
無
骨
同
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清
静
を
主
義
と
す
る
こ
と
。
二
つ
は
、
天
子
や
高
官
が
無
震
を
貴
び
、
政
治
の

寅
務
を
任
せ
ら
れ
た
下
級
官
吏
が
法
の
定
め
に
従
っ
て
人
民
を
支
配
し
た
こ

と
。
し
か
も
策
老
に
は
法
家
思
想
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
無
篤
清
静

の
天
子
お
よ
び
高
官
は
下
級
官
吏
を
「
法
家
者
流
の
術
と
刑
名
参
同
と
で
監
督

す
べ
き
だ
と
す
る
」
。
畑
眼
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
漢
初
に
黄
老
思
想
が
凪
拭
え
た

か
、
の
論
及
も
あ
る
。

国
漢
初
に
お
け
る
儒
家
|
|
秦
の
博
士
の
性
格
か
わ
説
き
起
こ
し
、
漢
初
、

武
帝
の
世
に
至
っ
て
儒
者
が
勢
力
を
も
つ
よ
う
に
な
る
経
過
の
概
観
で
あ
る
。

第
四
章
「
儒
家
の
刑
骨
思
想
」
前
竿
は
、
漢
代
の
儒
家
が
刑
罰
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
い
た
か
の
考
察
で
る
る
。
宣
同
組
に
仕
え
た
陸
賀
に

あ
っ
て
は
、
道
徳
に
よ
る
政
治
が
無
震
に
し
て
治
ま
っ
た
一
位
曾
を
招
き
、
「
刑

罰
や
数
育
は
不
足
の
部
分
の
最
後
の
仕
上
げ
の
役
割
を
す
る
」
に
す
ぎ
ず
、
文

帝
時
代
の
頁
誼
も
「
申
韓
に
明
ら
か
な
」
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
刑

罰
は
種
義
の
数
果
に
塗
か
に
友
ば
な
い
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
武
帝
の
儒
拳
振
興

に
貢
献
し
た
董
仲
野
や
公
孫
弘
に
な
る
と
、
慶
賞
や
刑
罰
の
不
可
敏
性
を
認
め

る
。
董
仲
居
前
は
政
治
の
手
段
と
し
て
徳
教
を
用
い
る
べ
き
で
、
刑
罰
に
依
接
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
力
説
す
る
が
、
し
か
し
陽
が
陰
の
助
け
を
必
要
と
す
る

よ
う
に
、
「
徳
教
も
刑
罰
の
脆
け
を
得
な
け
れ
ば
政
治
を
完
成
し
得
な
い
と
考

え
た
」
。
後
漢
の
大
思
想
家
は
、
時
勢
の
せ
い
か
雀
賞
・
萄
悦
・
仲
長
統
・
王

符
な
ど
、
い
ず
れ
も
法
と
教
を
「
政
の
大
経
L

と
み
、
こ
れ
が
貌
の
高
柔
や
菅

の
亥
宏
に
引
き
継
が
れ
る
。
要
す
る
に
、
原
始
儒
家
が
極
度
に
軽
視
し
た
刑
罰

が
、
武
帝
以
後
「
徳
の
輔
」
と
し
て
そ
の
地
位
を
公
認
さ
れ
、
後
漢
末
に
近
づ

く
や
「
徳
刑
の
並
用
は
天
地
の
常
道
」
と
ま
で
評
領
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る。
刑
罰
の
地
位
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
刑
罰
の
諸
原
理
も
明
確
と
な
る
。
制
刑

罰
の
目
的
|
|
廃
報
・
猿
防
・
威
磁
・
数
育
の
諸
説
が
現
わ
れ
る
。

ω律
令
と

経
書
1
1
4
刑
罰
は
儒
家
思
想
で
粉
飾
さ
れ
、
律
令
の
な
か
に
儒
教
が
導
入
さ
れ

た
り
、
刑
罰
が
儒
設
で
運
用
さ
れ
た
り
す
る
。

ω律
令
の
統
一
ー
ー
l
粛
何
の
九

章
律
以
来
し
ば
し
ば
律
令
に
増
加
'
嬰
更
が
加
え
ら
れ
、
武
帝
の
時
す
で
に
「
律

令
凡
そ
三
百
五
十
九
章
、
大
臨
時
は
四
百
九
僚
、
千
八
百
八
十
二
事
、
死
罪
決
事

み

つ

か

き

ど

あ

ま

ね

み

比
は
高
三
千
四
百
七
十
二
事
、
文
書
は
九
閣
に
盈
ち
、
奥
る
者
も
循
く
路
る
こ

と
能
わ
ず
」
、
鄭
昌
・
梁
統
・
陳
寵
に
よ
る
律
令
制
定
の
上
疏
は
嘗
然
に
す
ぎ

よ
う
。
だ
が
梁
統
の
そ
れ
は
部
分
的
な
修
正
省
略
に
終
り
、
態
劫
の

『
漢
議
』

も
諸
法
規
の
蒐
集
整
理
に
す
、
ぎ
ず
、
叔
孫
宣
・
郭
令
卿
・
馬
融

・
郷
玄
ら
諸
儒

の
詳
細
な
注
稼
が
作
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
抜
本
的
な
改
定
を
見
る
に
い
た
ら
な

か
っ
た
。
新
律
(
鶏
律
十
八
篇
・
菅
律
〉
の
制
定
に
は
、

「
王
朝
交
替
と
い
う

事
賞
が
大
い
に
関
係
す
る
」
。
帥
律
の
専
門
家
の
出
現
。
同
儒
教
的
刑
罰
の
根

本
原
則
||
い
わ
ゆ
る

「
春
秋
の
義
」
の
主
要
な
も
の
を
列
穆
し
、
と
り
わ
け

重
要
な
の
は

「
原
心
定
罪
L

の
原
則
、
つ
ま
り
「
犯
罪
の
行
矯
よ
り
も
動
機
・

心
情
を
重
視
し
て
、
動
機
の
善
悪
に
よ
っ
て
罪
の
軽
重
を
定
め
る
こ
と
」

と
い

う
。
法
家
の
刑
罰
原
理
と
の
大
き
な
相
違
が
知
ら
れ
る
。

第
五
章
「
復
讐
と
刑
罰
」
|
|
経
設
と
法
制
の
爾
面
か
ら
の
究
明
は
、
本
論

を
も
っ
て
鴨
矢
と
す
る
。

中
国
古
来
の
慣
習
で
あ
る
復
讐
は
、

‘
儒
教
の
経
典
も
こ
れ
を
是
認
し
て
お

り
、
『
謹
記
』
に
は
「
父
の
讐
は
船
内
に
共
に
天
を
裁
か
ず
」
と
見
え
、

『
公
羊

傍
』
は

「君
父
の
讐
を
復
せ
ざ
る
は
臣
子
に
非
ず
」
と
言
い
、
た
と
い
相
手
が

主
君
で
あ
ろ
う
と
も
「
父
、
卦
訴
を
受
け
ざ
れ
ば
、
子
、
復
讐
す
る
も
可
な
り
L

と
厳
し
い
。
お
く
れ
て
成
立
し
た
『
周
趨
』
に
は
、
届
出
や
移
郷
の
制
が
記
さ

れ
、
復
讐
を
制
限
す
る
傾
向
が
あ
る
。

常
に
祉
曾
の
紹
貨
を
博
し
た
復
讐
も
、
漢
代
に
は
禁
止
さ
れ
、
法
令
の
上
で
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は
殺
人
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
貫
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
コ
飢
死
を
以
て
論

ぜ
ら
れ
た
」
。
裂
律
序
略
で
は
「
賊
殺
あ
る
い
は
悶
殺
し
、
す
で
に
劾
せ
ら
れ

て
逃
亡
し
た
場
合
の
み
子
弟
の
復
讐
を
許
し
、
賊
殺
・
闘
殺
し
た
が
恩
赦
に
曾

っ
た
場
合
、
お
よ
び
過
誤
殺
人
の
場
合
は
復
幡
宮
を
許
さ
な
い」
。
北
貌

・
梁
・

北
周
で
も
繰
り
返
し
禁
令
が
出
さ
れ
た
の
は
、
復
讐
の
頻
愛
し
た
讃
嬢
に
ち
が

い
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
罪
を
減
免
さ
れ
た
。

唐
律
に
は
復
幡
宮
に
闘
す
る
係
項
が
一
つ
も
な
く
、
賊
盗
律
そ
の
他
に
儒
説
の

名
残
り
を
r
と
ど
め
、
『
周
柚
幅
削
』
の
移
郷
と
同
じ
規
定
が
あ
る
仁
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
唐
代
は
経
蓄
の
解
稗
皐
の
築
え
た
時
代
、
さ
す
が
に
経
書
に
見
え
る
復
讐

に
関
す
る
諸
説
の
調
整
が
試
み
ら
れ
、
省
時
の
復
讐
事
件
に
つ
い
て
も
、
経
摩

に
も
と
づ
い
て
か
な
り
突
っ
こ
ん
だ
論
議
が
な
さ
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
と
し

て
陳
子
昂
・
柳
宗
元

・
韓
退
之
の
復
讐
論
が
紹
介
さ
れ
、
「
儒
家
に
と
っ
て
は
、

経
警
は
つ
ね
に
法
律
よ
り
次
元
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
結
ぼ
れ
る
。
斡
退

之
の
「
復
讐
吠
」
に
引
か
れ
た
『
公
羊
侍
』
『
周
趨
』
の
解
説
は
精
深
。
復
讐

否
定
の
立
場
に
た
つ
左
氏
謬
説
へ
の
言
及
が
な
い
の
は
論
旨
か
ら
そ
れ
る
せ
い

で
あ
ろ
う
か
。

第
六
章
「
過
失
・
錯
誤
に
つ
い
て

」
は
、
専
家
な
ら
で
は
の
問
題
作
で
あ

る
。
す
べ
て
四
節
か
ら
成
る
。

付
『
周
髄
』
の
一
一
一
宥
ー
ー
ま
ず

「不
識
」
を
法
律
の
錯
誤
と
す
る
鄭
玄
説
に

検
討
を
加
え
、
つ
ぎ
に

「
遺
士
山
」
を
「
過
失
の
う
ち
で
特
に
無
青
山
識
的
過
失
」

と
解
す
る
仁
井
田
陸
博
士
の
意
見
に
従
わ
れ
た
上
で
、
「
過
失
」
は
注
意
し
て

い
た
が
そ
の
注
意
が
十
全
で
な
か
っ
た
場
合
、
「
遺
忘
」
は
注
意
す
べ
き
に
も

か
か
わ
ら
ず
注
意
を
怠
り
、
ま
た
嘗
然
念
頭
に
入
れ
て
お
く
べ
き
に
忘
却
し
た

場
合
と
匿
別
さ
れ
る
。
さ
り
気
な
い
論
述
の
う
ち
に
『
周
組
』
の
難
し
き
と
注

疏
の
重
み
が
に
じ
む
。

口

「唐
律
に
見
え
る
過
失
・
失

・
誤
に
つ
い
て
」

|
|
唐
律
に
は
過
失
を
表

わ
す
語
に
標
記
の
三
つ
が
あ
り
、

「
過
失
」
は
人
を
殺
傷
し
た
場
合
に
限
っ
て

用
い
ら
れ
、
「
失
」
は
官
吏
の
公
務
上
の
過
失
を
意
味
し
、
「
誤
」
は
過
失
の

二
位
で
、
文
字
通
り
あ
や
ま
り
、
「
情
況

・
封
象
や
自
己
の
な
す
べ
き
行
震
に

つ
い
て
誤
認
・
誤
解
、
つ
ま
り
思
い
違
い
が
あ
っ
た
り
、
方
法

・
手
段
・
行
震

を
誤
っ
た
り
す
る
こ
と
で
」
官
吏
庶
民
を
通
じ
て
適
用
さ
れ
る
。
唐
律
の
こ
の

用
法
が
明
清
に
至
る
ま
で
餐
わ
ら
な
い
。

国
さ
か
の
ぼ
っ
て
菅
律
の
張
斐
注
に
見
え
る
「
意
以
篤
然
、
謂
之
失
」

「不

意
誤
犯
、
謂
之
過
失
」
を
と
り
あ
げ
、
「
失
」
が
「
故
」
に
到
す
る
も
の
と
し

て
廃
い
意
味
で
の
無
意
犯
を
表
わ
し
、
「
過
失
」
が
唐
律
と
同
じ
く
「
過
失
殺

傷
人
」
を
表
わ
す
こ
と
を
、
唐
律
の
知
識
を
駆
使
し
て
論
註
さ
れ
る
。

最
後
に
、

一
般
的
な
用
語
が
よ
う
や
く
刑
法
用
語
と
し
て
固
定
し
て
ゆ
く
過

程
を
、
盟
管
な
資
料
に
よ
っ
て
説
明
し、

も
と
償
義
の
無
意
犯
を
現
わ
し
た

「
過
失
」
が
し
だ
い
に
「
過
失
殺
傷
人
L

に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
が
菅
律
張
斐
注

や
唐
律
に
見
え
る
用
法
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
つ
れ
て
「
誤
」
ま
た
は
「
過

誤
」
が
賢
い
意
味
で
の
過
失
を
現
わ
す
用
語
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
こ
と
、
張
斐

の
「
失
」
の
用
法
が
濁
特
で
あ
る
こ
と
、
枯
一
寸
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
、
多
く

は
本
論
文
に
よ
っ
て
始
め
て
指
摘
さ
れ
た
事
寅
で
あ
る
。

第
七
章
「
家
族
制
度
と
刑
罰
」
|
|原
始
儒
家
に
あ
っ
て
は
、
孟
子
と
桃
醸

の
問
答
に
見
る
ご
と
く
、
君
主
よ
り
も
父
母
に
謝
す
る
道
徳
が
優
越
し
た
。

「
漢
以
後
、
儒
教
は
国
家
主
義
を
取
り
入
れ
」
る
が
固
有
の
家
族
主
義
は
根
強

く
、
後
世
長
く
影
響
を
及
ぼ
し
、

「
君
親
無
勝
、
終
而
必
談
」
の
原
則
に
よ

り
、
君
主
と
父
母
に
謝
す
る
罪
は
預
備
す
る
だ
け
で
死
刑
で
あ
っ

た
。

漢
律
に
「
母
を
殺
す
は
大
逆
を
以
て
論
ず
」
と
見
え
、
北
貌
で
は
綴
。
父
母

の
喪
を
詐
稽
し
、
父
母
の
淫
鋭
を
謹
告
し
て
も
死
罪
は
克
れ
な
い
(
青
書
・

宋
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書
)
。
殺
が
子
を
殺
す
の
も
罪
は
重
く
、
耳
目
で
棄
市
、
北
貌
も
は
「
兵
刃
を
以

て
す
れ
ば
五
歳
刑
、
殴
殺
な
ら
四
歳
刑
」
。
凡
人
を
殺
す
罪
よ
り
軽
い
の
は
、

品
持
層
が
卑
腐
を
殺
す
と
い
う
身
分
上
の
差
別
に
も
と
づ
く
。

字
婦
に
は
綬
刑
が
講
ぜ
ら
れ
た
。
漢
は
頚
繋
し
、
北
貌
は
「
産
後
百
日
に
し

て
決
す
」
。
子
孫
を
残
し
て
祖
先
の
祭
杷
を
績
け
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
だ
か

ら
死
罪
囚
に
子
の
な
い
と
き
は
妻
を
獄
中
に
同
宿
さ
せ
)
懐
妊
後
民
刑
を
執
行

す
る
こ
と
も
あ
る
。

家
族
に
よ
る
罪
の
相
隠
は
嘗
然
と
さ
れ
、
東
E

日
・
南
宋
で
は
父
祖
の
罪
に
つ

い
て
子
孫
に
惹
言
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
東
貌
の
麟
祉
格
で
は
「
子

孫
が
父
母
祖
父
母
を
告
す
れ
ば
死
L

せ
ぺ
唐
ゆ
寸
は

l
|十
思
ゅ
う
ち
に
家
族
関
係
の
も
の
と
し
て
意
・
雲

・
不
陸
・
内
航
が
あ
り
、
不
義
も
半
ば
関
係
す
る
。
い
か
に
家
族
関
係
の
罪
が

重
大
観
さ
れ
た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
注
目
す
べ
き
は
等
長
に
射
す
る
犯
罪
は
重

く
、
卑
幼
に
相
到
す
る
犯
罪
は
軽
い
こ
と
。
親
族
の
罪
の
相
隠
を
認
め
る
制
度
に

も
等
卑
親
疎
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
。
親
族
の
罪
を
官
に
告
げ
る
と
罪
に
な

り
、
祖
父
母
・
父
母
を
告
言
し
よ
う
も
の
な
ら
絞
。
疎
遠
な
寧
長
に
な
る
ほ
ど

罪
以
逓
減
す
る
。
逆
に
隼
長
が
卑
幼
の
罪
を
告
言
し
た
場
合
は
、
疎
遠
者
か
ら

親
近
者
に
な
る
ほ
ど
罪
が
軽
い
。
た
だ
し
謀
叛
以
上
は
相
際
を
許
さ
ず
、
告
言

を
認
め
る
と
い
う
。
あ
ま
た
の
事
例
を
あ
げ
た
考
論
は
細
部
に
わ
た
る
が
、
律

文
や
疏
議
の
謬
解
が
適
切
で
、
論
旨
が
分
明
な
た
め
、
門
外
漢
に
も
理
解
が
困

難
で
な
い
。

第
八
章
「
縁
坐
制
に
つ
い
て
」
|
|
儒
数
の
理
想
は
「
父
子
兄
弟
、
罪
あ
い

及
ば
ず
L

で
あ
る
。
し
か
し
つ
と
に
「
書
経
』
に
家
族
の
縁
坐
が
見
え
、

J

秦
漢

ぬ
も
存
在
す
る
。
漢
初
か
ら
腹
立
と
復
活
を
く
り
返
し
た
三
族
刑
は
、
文
帝
以

後
「
本
人
は
腰
斬
、
災
母
妻
子
同
産
は
棄
市
」
と
い
う
の
が
原
則
と
な
り
、
大

逆
無
道
の
罪
に
適
用
さ
れ
た
。
首
匿
・
相
坐
掛
一離
が
武
制
時
何
回
路
町
威
を
ふ
る

っ
た
の
は
嘗
然
と
し
て
も
、
宣
帝
を
境
に
し
て
脚
止
の
方
向
に
進
む
と
い
う
事

寅
は
、
己
日
一
帝
が
「
信
賞
必
罰
、
名
賓
を
綜
核
し
た
」
刑
名
君
主
だ
け
に
興
味
深

'
L
V
 

「
不
道
に
正
法
な
し
」
は
漢
代
の
こ
と
、
貌
律
で
剣
然
と
す
る
。
す
な
わ
ち

「
た
だ
言
語
を
以
て
し
、
及
び
宗
廟
園
陵
を
犯
す
」
の
が
大
逆
無
道
、
皇
室
に

針
す
る
直
接
的
な
反
逆
罪
が
謀
反
大
逆
。
そ
の
刑
に
軽
重
が
設
け
ら
れ
、
大
逆

無
道
は
「
父
母
妻
子
同
産
み
な
斬
」
、
謀
反
大
逆
は
「
そ
の
一
一
一
族
を
夷
す
」
と

慣
習
的
な
名
稽
を
用
い
る
も
の
の
、
「
祖
父
母
孫
に
及
ぶ
L

の
で
、
質
は
五
族

で
あ
る
。
北
貌
の
三
族
刑
も
連
坐
の
範
国
は
こ
れ
と
同
じ
で
同
組
に
及
ん
だ
。

北
貌
で
行
わ
れ
た
五
族
刑
は
さ
ら
に
そ
の
上
の
も
の
だ
と
い
う
。

つ
ぎ
に
連
坐
の
制
限
除
外
に
つ
い
て
|
|
漢
代
に
は
義
組
し
た
妻
妾
が
従
坐

を
菟
れ
た
特
例
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
貌
で
は
律
令
が
改
正
さ
れ
て
、
他
家

に
嫁
し
た
女
は
質
家
の
罪
に
連
坐
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
西
耳
目
で
は
「
女
は
従

坐
せ
ず
」
、
梁
は
大
逆
以
外
で
の
家
族
の
従
坐
か
ら
穿
属
を
除
外
し
、
そ
の
の

ち
若
干
の
曲
折
を
へ
て
、
隔
の
開
皇
律
に
は
「
た
だ
大
逆
謀
反
叛
者
の
み
、
父

子
兄
弟
み
な
斬
、
家
口
は
官
に
複
す
」
と
規
定
さ
れ
る
。

最
後
に
唐
律
|
|
家
族
の
縁
坐
は
謀
反
、
大
逆
、
謀
叛
の
う
ち
の
己
上
道
、

不
道
、
お
よ
び
妓
(
撞
輿
律
九
傑
)
に
限
ら
れ
、
し
か
も
女
の
縁
坐
す
る
の
は

謀
反
大
逆
と
不
道
の
う
ち
の
造
畜
盛
毒
の
二
つ
の
場
合
の
み
。
そ
れ
ば
か
り
が

「
唐
律
で
は
縁
坐
に
よ
っ
て
死
刑
に
な
る
の
は
、
謀
反
大
逆
に
、
父
と
子
の
年

十
六
以
上
が
絞
に
な
る
場
合
だ
け
で
あ
る
」
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
漢
代
の
「
大

逆
無
道
は
父
母
妻
子
同
産
、
少
長
と
な
く
み
な
棄
市
」
と
い
う
規
定
に
比
べ
る

と
大
い
に
軽
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

第
九
章
「
刑
罰
と
陰
陽
・
季
節
」
は
ユ
で
1

ク
な
分
野
で
あ
る
。
自
然
と
人
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事
を
相
閥
的
に
と
ら
え
る
、
い
わ
ゆ
る
夫
人
合
一
思
想
は
、
除
陽
五
行
設
の
護

展
と
と
も
に
漢
代
に
は
盛
況
を
呈
し
た
が
、
刑
罰
と
い
う
人
間
の
行
篤
を
自
然

現
象
と
閥
係
づ
け
る
の
も
、
そ
の
一
つ
の
現
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
周
知
の
-

通
り
、
『
周
砲
』
で
は
刑
罰
に
か
か
わ
る
官
は
秋
官
に
配
骨
曲
さ
れ
て
お
り
、
『
呂

氏
春
秋
』
『
准
南
子
』
『
大
戴
趨
』
お
よ
び
『
稽
記
』
の
月
令
な
ど
で
も
、
刑

は
陰
に
属
す
る
か
ら
、
春
秩
に
は
行
わ
ず
、
秋
冬
に
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。前

漢
時
代
、
査
仲
箭
を
は
じ
め
と
し
て
、
刑
罰
と
陰
陽
・
季
節
と
の
閥
係
は

さ
ま
ざ
ま
に
説
か
れ
|
|
事
賓
と
し
て
も
刑
罰
と
く
に
死
刑
(
謀
反
大
逆
な
ど

の
重
罪
を
除
く
)
は
冬
三
カ
月
に
行
わ
れ
た
が
|
|
後
漢
に
至
る
と
す
こ
ぶ
る

詳
細
に
な
り
、
つ
い
に
は
章
帝
の
詔
殺
に
よ
っ
て
、
断
獄
決
罪
は
立
秋
後
、
冬

至
前
の
期
間
に
限
定
さ
れ
た
。
期
聞
が
徐
り
に
短
く
弊
害
も
生
じ
た
た
め
、
後

に
な
る
ほ
ど
経
罪
と
季
節
の
閥
係
は
な
く
な
り
、
そ
れ
に
反
し
て
死
罪
に
闘
す

る
規
定
の
み
厳
密
と
な
っ
た
。
死
刑
執
行
の
日
時
は
、
漢
代
で
も
笠
後
に
限
ら

れ
、
南
朝
を
へ
て
唐
に
な
る
と
、
陰
陽
以
外
の
諸
要
素
も
加
わ
っ
て
、
死
刑
を

奏
決
す
べ
か
ら
ざ
る
季
節
だ
け
で
な
く
日
時
ま
で
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
刑

罰
と
季
節
に
か
か
わ
る
、
あ
ま
た
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
こ
ん
で
の
叙
述
は
、

讃
み
物
と
し
て
も
面
白
い
。

第
十
章
「
併
合
罪
に
つ
い
て
」
は
、
唐
律
の
名
例
律
第
四
五
篠
「
諸
二
罪
以

上
倶
後
|
|
」
の
最
初
に
し
て
徹
底
的
な
研
究
で
あ
る
。
係
文
の
構
造
が
復
維

な
だ
け
で
な
く
、
原
注
や
疏
議
の
説
明
も
複
雑
な
こ
の
難
物
を
、
関
連
係
項
で

博
引
傍
讃
し
な
が
ら
、
詳
し
く
逐
僚
的
に
解
説
し
て
徐
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
二

罪
以
上
が
と
も
に
護
覚
し
た
場
合
は
、
要
す
る
に
、

ω二
罪
以
上
の
う
ち
の
最

重
の
刑
を
科
す
る

(
a
「
以
重
者
論
」

b
「
累
併
不
加
重
者
止
従
重
」
:
:
:
吸

集
主
義
)
。
伸
二
罪
以
上
を
累
併
〈
一
事
分
篤
二
罪
の
と
き
〉
、
累
併
倍
論
(
賊
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罪
の
と
き
)
し
て
、
そ
の
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
刑
よ
り
重
く
な
る
と
き
は

そ
れ
を
科
す
る
(
加
重
主
義
)
。
重
く
な
ら
ぬ
と
き
は

ωの
b
に
従
う
、
と
い

う
。
綴
密
な
法
解
馴
梓
恩
ナ
と
す
ぐ
れ
た
原
典
鎖
解
力
の
持
ち
主
に
し
て
始
め
て
可

能
な
功
績
で
あ
ろ
う
。
私
じ
し
ん
は
唐
律
の
規
定
の
周
到
な
の
に
今
さ
ら
驚
く

と
と
も
に
、

素
人
の
な
ま
兵
法
で
か
る
が
る
に
手
は
出
せ
な
い
、
と
の
戒
め
を

新
た
に
し
た
。

第
十
一
章
「
肉
刑
論
か
ら
見
た
刑
罰
思
想
」

|

|
前
漢
の
文
帝
に
よ
る
肉
刑

の
駿
止
は
、
中
園
法
制
史
上
、
劃
期
を
な
す
事
件
で
あ
る
。
そ
れ
は
刑
罰
の
目

的
が
威
嚇
や
報
復
に
あ
る
の
で
な
く
、

被
刑
者
の
矯
正
に
こ
そ
意
義
が
あ
る
と

す
る
、
教
育
刑
主
義
の
理
念
に
た
っ
た
も
の
で
、

寛
政
の
象
徴
と
し
て
高
く
許

領
さ
れ
る
。
し
か
し
後
漢
か
ら
貌
耳目
に
及
ぶ
と
、
肉
刑
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
の
立
場
か
ら
論
容
が
起
こ
る
。
本
章
は
「
肉
刑
論
字
の
な
か
に
昔
の
中

園
人
の
刑
罰
思
想
」
を
見
ょ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

肉
刑
駿
止
に
よ
っ
て
生
じ
た
中
間
刑
の
歓
如
、
刑
罰
僅
系
の
混
飢
に
最
初
の

批
剣
を
加
え
た
の
は
、
『
漢
書
刑
法
士
山
』
の
著
者
・
班
固
で
あ
る
。
後
漢
末
に

は
鑑
賞
・
鄭
玄
・
陳
紀
・
萄
悦
・
仲
長
統
ら
が
肉
刑
の
復
活
を
主
張
し
た
。
曹

操
の
と
き
復
活
に
賛
成
し
た
の
は
陳
群
・
鍾
紙
、
反
針
を
と
な
え
た
の
は
孔
融

・
王
倫
・
主
朗
。
貌
末
の
代
表
的
な
反
射
論
者
は
、
李
勝
と
往
復
十
六
回
の
論

宇
を
ま
じ
え
た
夏
侯
玄
。
菅
で
注
目
す
べ
き
は
劉
煩
の
肉
刑
賛
成
論
、
そ
れ
に

東
育
の
王
導
・

賀
循
・
紀
脆

・
庚
苑
ら
の
説
。

著
者
は
こ
れ
ら
賛
否
爾
論
を
順
次
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
た
後
、
「
以
上
の
論

を
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
に
、
肉
刑
復
活
論
は
、
文
帝
が
肉
刑
を
駿
止
じ
た
と
き

斬
右
祉
を
死
刑
に
し
た
か
ら
、
死
刑
よ
り
軽
い
斬
右
陛
を
復
活
せ
よ
と
い
う
の

が
そ
の
一
。
死
刑
と
究
鉛
刑
の
差
が
大
き
す
ぎ
る
か
ら
中
間
刑
と
し
て
肉
刑
が

必
要
だ
と
い
う
の
が
そ
の
二
。
肉
刑
は
犯
罪
の
手
段
を
強
去
す
る
こ
と
が
で
き
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る
と
す
る
特
斑
議
院
圭
義
、
科
そ

η
三
。
肉
刑
は
世
人
に
成
感
を
奥
え
る
と
す
る
-

一
般
噛
郎
防
主
義
斗
夙
蛸
主
義
が
そ
の
因
。
そ
し
て
反
封
論
は
、
肉
刑
が
残
虐
で

あ
る
と
い
う
の
が
そ
の
一
。
罪
人
を
心
身
と
も
に
善
良
な
欣
態
に
導
く
べ
き
だ

と
い
う
の
が
そ
の
こ
で
あ
る
」
。
原
則
と
し
て
肉
刑
が
復
活
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
事
賞
で
あ
り
、
教
育
主
義
的
傾
向
が
有
力
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま

し
た
中
闘
の
刑
罰
制
度
が
肉
明
か
ら
徒
刑
へ
と
移
行
し
た
背
後
に
も
数
育
刑
的
な

¥ 

考
え
が
あ
る
と
い
う
。

以
上
で
、
各
章
ご
と
の
っ
た
な
い
紹
介
を
鯵
お
る
が
、
全
巻
を
通
じ
て
、
て

ら
い
の
な
い
淡
々
た
る
叙
述
は
、
資
料
の
堕
か
な
こ
と
論
貼
の
分
明
な
こ
と
と

と
も
に
特
貼
と
云
っ
て
心
く
、
的
確
な
原
典
の
讃
解
と
唐
律
の
績
蓄
ば
敬
服
の

一
語
に
つ
き
る
。
宋
以
後
を
劉
象
と
し
た
績
篇
の
執
筆
を
期
待
す
る
こ
と
切
な
-

る

も

の

が

あ

る

。

(

田

原

利

園
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